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高生の食生活を中心とする生活リズムと精神的安定度との関係

　　　　　　一大学生との比較を通してー

　○冨永美穂子　清水益治　森　敏昭　佐藤一精　（広島大）

　〔目的〕物質的には豊かな生活が営める一方で，生活のリズムを乱し，健康を損なってい

る者も少なくない。特に，青少年の心の健康の問題は社会的にも関心が高まっており，食

生活との関連も一部論じられている。そこで，従来の食生活調査に心理面の調査項目を加

え，大学生の食生活を中心とする生活リズムと精神的安定度の関連性について調査したと

ころ，食生活も精神的安定度に影響を及ぼしていることが示唆された。本研究では，中・

高生の場合にも同様な傾向が見られるかどうか,調査対象を広げ解析を試みることとした。

　〔方法〕現在の日常生活状況に関する項目として，睡眠や健康状態，ストレス等，食生活

に関する項目として食欲や食生活に関する心がけ，食品の摂取頻度等，心理面に関する項

目として, UPI(UniversityPersonalityInventory)等について，広島大学附属中・高等学校の生

徒290名にアンケート調査を行った。調査の集計および解析には統計用ソフトSTATISTICA

を使用し，クロス集計，分散分析等を行い，広島大学の学生の調査結果と比較検討した。

　〔結果〕身体的愁訴項目を除き，中・高生の精神的安定度に男女差は認められなかった。

日常生活に関しては，健康状態，ストレス度および睡眠と精神的安定度の関連性が高く，

大学生の結果とほぼ一致した。食生活に関しては，中・高生はそのほとんどが自宅通学で

食事のバランスがとれているためか，大学生に比して，精神的安定度と関連のある項目は

少なかった。しかし，大学生女子に認められた牛乳・乳製品の摂取頻度と精神的安定度の

関連は男女ともに認められた。また，男子生徒では肉類および魚介類の摂取頻度との関連

も認められ，関連が認められる項目は大学生の場合とは逆に男子に多かった。

2 Ha-4 女子短大生の心理的特徴におよぼす食生活の影響（第２報）
　　　　一栄養素摂取量と欲求不満行動との関連性－
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　目的　前報でI?女子短大生を対象に食生活関連の2 0項目より成る食生活実態調査と絵
画欲求不満テスト（P-Fｽﾀﾃﾞｨ）を実施し、食生活の適否が学生の欲求不満行動に及ぼす影響
について検討したところ、総じて食生活の水準の高い者に主として自己防御型の、又食生
活の水準の低い者に主として障害優位型の反応を示す傾向が認められ、不適切な食生活が
欲求不満場面における攻撃行動の一因となっていることを示唆する結果を得た。
　そこで本報ではこうした学生の欲求不満行動に、食生活のどのような側面がより深く関

わっているのかを明らかにしていくための第一歩として、日常の栄養素摂取量との関連性

を中心に検討を試みることにした。２
　方法　調査期間と調査対象は前菊jと同じ。栄養素摂取量は厚生省健康の指標策定委員会

案の食物摂取状況調査結果より1日当たりの概ねのエネルギー、たんぱく質、脂質、食塩
摂取量を算出した。一方欲求不満行動の測定は前報と同様にP－Fスタディによった。
　結果　①栄養素摂取量のX （標準偏差）は、エネルギーが1434kcal（323.6）、脂質が43
g（12.6）、たんぱく質が55g（14.8）、食塩が13g（3.1）であった。②欲求不満行動の中、障
害優位型の反応とエネルギー、及び脂質摂取量間には負の相関性が、又自己防御型の反応

とエネルギー、脂質、及びたんぱく質摂取量間には正の相関性が認められた。③ｔ検定の
結果、エネルギー摂取量が極端に少ない者は所要量摂取の者に比べて障害優位型の反応が
有意に多く見られる等、栄養素摂取量の適否の欲求不満行動への影響が認められた。
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